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２０２２年１月６日 

 

各 位 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 

株式会社 YMFG ZONEプラニング 

 

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニングにおける 

２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けた取組推進について 

 

株式会社山口フィナンシャルグループ（代表取締役社長グループＣＥＯ 椋梨 敬介）の子会社であるＹＭ

ＦＧ ＺＯＮＥプラニング（社長 藏重 嘉伸）は、持続可能な社会の実現に向けた取組として、２０５０年

カーボンニュートラルの実現に向けた取組を多様な民間パートナーとの連携を図りながらより一層強化し

てまいりますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．取組背景 

２０１５年に国連気候変動枠組条約第２１回締結国会議において「パリ協定」が採択され、長期的な目標

を見据えた地球温暖化対策が進められています。 

昨年、我が国では、２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラル

を目指す宣言をおこない、２０２１年５月２６日には改正地球温暖化対策推進法が成立したことから、官民

それぞれで脱炭素への取組が加速するとみられます。 

また、国は２０３０年度までに少なくとも１００か所の脱炭素先行地域を創出し、地域特性等に応じたカ

ーボンニュートラルの先行的な取組を実施することとしています。 

 

２．取組概要 

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニングは山口・広島・北九州を主要エリアとする山口フィナンシャルグループの

１００％出資会社で、金融機関の持つネットワークやノウハウの活用と、先進企業等とのアライアンスによ

り、未来志向で地域課題の解決と新たな価値創造に取り組み、持続可能なまちづくりの実現を目指しており

ます。 

今回の取組強化により、自治体が実施する脱炭素へ向けた取組に対し、一層の支援をおこなうとともに、

地域のみなさまの幅広いニーズや期待に応えられるよう、当社の取組に賛同いただけるパートナーと連携を

図ることで効果的な活動を展開いたします。 

また、今後、カーボンニュートラルに資する取組を通じて、経済成長のための構造改革、イノベーション

を誘発することで、地域の環境と経済、社会の好循環構造を促進いたします。 



 

※令和３年６月９日 国・地方脱炭素実現会議 地域脱炭素ロードマップ（案）【概要】 

を基に株式会社YMFGZONEプラニング作成 

内閣官房ホームページ http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/datsutanso/index.html 

 

３．現在実施しているカーボンニュートラルに関する主な取組（※別紙参照） 

（１）環境省地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業に係る運営支援 

（２）環境省中国四国地方環境事務所、レノファ山口との包括連携協定締結 

（３）大崎上島町ゼロカーボン推進計画会議への参画 

（４）国土交通省が運営する徳山下松港カーボンニュートラルポート検討会への参画 

（５）山口大学グリーン社会推進研究会への参画 

（６）地域の脱炭素社会の実現に向けた基礎調査業務の受託 

 

４．山口フィナンシャルグループのマテリアリティ 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グループサステナビリ

ティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきESG課題である「マテリアリティ」を特定

しております。本件は、１２のマテリアリティの中で「②地域におけるイノベーション創出、地域産業の成

長サポート」、「③地域コミュニティとの連携強化」、「⑤省資源・省/創エネルギーへの対応」、「⑥大

気汚染・気候変動への対応」、「⑦環境に配慮した商品・サービス開発」の実現に資する取組です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 
【本件に関するお問合せ先】 

株式会社ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 舟木・後・杉尾 

TEL：０８３－２２３－４２０２ 



現在実施しているカーボンニュートラルに関する主な取組

●未来志向で地域課題の解決と新たな価値創造に取り組み、持続可能なまちづくりの実現を目指しております。
●カーボンニュートラルに資する取組を通じて、経済成長のための構造改革、イノベーションを誘発することで、
地域の環境と経済、社会の好循環構造を促進いたします。

（6）地域の脱炭素社会の実現に向けた基礎調査業務の受託（2021年8月～）

（1）環境省地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業（2021年6月～）

（5）山口大学グリーン社会推進研究会への参画（2021年12月～）

（4）徳山下松港カーボンニュートラルポート検討会への参画（2021年8月～）（3）大崎上島町ゼロカーボン推進計画会議への参画（2021年12月～）

（2）環境省×レノファ山口×YMFG（2021年11月～）

＜プラットフォーム形成・運営支援＞
当社、神石高原町、地元企業の３者がプラットフォーム運営主体として地
域プラットフォームを形成します。 環境省とJリーグクラブ、金融機関で締結

した連携協定に基づき、山口県におけるロ
ーカルＳＤＧｓの推進をはじめ、カーボン
ニュートラル、サーキュラーエコノミー、
分散型社会への移行の推進等について、全
国に先駆けて先進事例創出に向けた取組を
展開しています。

＜計画策定支援＞ ＜検討会への参画＞
徳山下松港をカーボンニュートラルポートとするため、次世代エネルギー
の需要や利活用方針について検討します。

＜調査・検討業務＞＜研究会への参画＞

＜多様なパートナーとの連携＞

（活動内容）
✓ 新たなエネルギー供給拠点港として徳山下松港

の目指すべき姿、取組の方向性に関する検討
✓ 水素、アンモニアの潜在需要の検討
✓ 他港との連携の検討 等出所：大崎上島町HP

出所：山口大学HP

地域に根差した地域再エネ事業を推進するため、
地方公共団体と地域関係者が連携して、
地域に合った再エネ設備の導入計画、
地域住民との合意形成など、持続的な取組
としての検討を進めています。

企業、自治体、産業支援機関、大学等が連携
したネットワークを形成し、情報交換や企業
間・産学公連携による新たな研究開発等の推
進を行うことで、地域におけるカーボンニュ
ートラル実現に向けて貢献します。本研究会
には7つの部会が設置され、新しいグリーン地
域社会システムの創出を目指しています。

脱炭素社会実現に向けた計画策定の支援、
案件の創出及び形成促進に向けた新たな
取組を行い、官民のノウハウの向上とともに
新たな脱炭素関連事業の創出を目指していま
す。

（2021年度受託：呉市）

2022年1月6日現在

地元企業


